平成２１年度　日本動物学会中部支部大会　参加申込・演題登録

この書類を下のアドレスに添付で送って下さい。

送付先アドレス（澤田均）：hsawada@bio.nagoya-u.ac.jp
メールのサブジェクト：動物学会支部大会参加登録
事前参加登録は必須ではありませんが、７月６日までに事前登録された方は、事務局でネームプレートを作成します。

要旨は７月６日までに添付でお送り下さい。
【1】 お名前：　

【2】 会員／非会員の別：　会員　非会員（どちらかを残す）
（動物学会会員でなくても、中部支部大会への参加は無料です）

【3】 所属（略称）：

【４】発表の有無　（あり（発表者、共同演者）、　なし）

（口頭発表希望、ポスター発表希望、どちらでもよい）（希望項目を残す）
【５】所属住所（または連絡先住所）：

〒

【６】所属名称（研究室名まで）（または連絡先）：

【７】電話番号：

【８】ファックス番号：

【９】E-mail：

【１０】懇親会への参加の有無：　参加します　　参加しません

　＜参加費は2,000円（ただし高校生は無料）＞

＜要旨記入例＞

サザエの卵膜ライシンに関する研究

＜＜タイトル：MSゴシック　14ポイント、中央合わせ＞＞

（一行あける）
○澤田マスオ１、菅島サザエ２、鳥羽三郎１
（１名古屋大・院理・臨海、２伊勢大・理・生物）

E-mail: msawada@bio.nagoya-u.ac.jp

＜＜名前と所属：MSゴシック、12ポイント、中央合わせ、発表者に○印をつけて下さい。発表者のメールアドレスはなくても結構です。＞＞

（一行あける）
【目的】精子は裸の細胞であるのに対して、卵は糖タンパク質性の保護層で覆われており、受精が成立するためには、精子はこの卵保護層に精子通過口を開けなければならない。この卵保護層溶解物質は一般に卵膜ライシンと呼ばれている。サザエの卵膜ライシンは、… と考えられてきたが、…については充分な解析は行われていない。そこで今回、…について検討を行った。

【方法】菅島近海のサザエに電気刺激を与えて放精放卵させて精子と卵を採取し、受精実験に用いた。受精阻害実験は、….
【結果・考察】サザエの受精は物質Aにより濃度依存的に阻害されることが判明した。一方、物質Bの存在下で受精させると、…であることがわかった。今回得られた結果から、…と考えられる。

＜＜要旨：MSゴシック、12ポイント、できるだけ【目的】、【方法】、【結果・考察】に分けて下さい。字数制限は設けませんが、A4一枚におさめて下さい。下に余白があっても構いません。メモ用スペースとします。図表の挿入をご希望の方は、pdfファイルも一緒に添付して下さい。MacとWindowsで多少書式がずれる可能性がありますが、その際にはご容赦下さい。

余白は、上が35 mm, 下が30 mm, 左右は30 mmとして下さい。

英文は、できるだけTimes New Roman、12ポイントを使用して下さい。

書式は、両端合わせにしてください。＞＞

★ 赤字は全て消してください。黒字部分をご自分のものと置き換えて下さい。

